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伊
佐
市
の
財
政
状
況

平
成
20
年
度
決
算

　
平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
決
算
が
12
月
の
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
の
規
模
は
、
歳
入
１
５
４
億
７
８
９
万
１
千
円
、
歳
出

１
４
８
億
８
、４
３
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
と
歳
出
の
差
し
引
き

額
は
5
億
２
、３
５
９
万
１
千
円
で
す
。
こ
れ
に
は
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ

き
財
源
の
５
、１
２
７
万
３
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
除
い

た
実
質
収
支
は
４
億
７
、２
３
１
万
８
千
円
と
な
り
ま
す
。（
決
算
統
計
よ
り
）

歳入　154 億 789 万１千円

用　語　の　説　明

自 主 財 源　地方公共団体が自主的に収入できる財源

依 存 財 源　国や県から定められた額を交付される財源

地方交付税　所得税や法人税などの国税の一部を、地方自治体間にある財源

　　　　　　の不均衡を調整し、国民が受ける基本的な行政サービスが住む

　　　　　　場所によって差のないようにするため、地方公共団体の財政状

　　　　　　況に応じて交付されるお金

市 　 　 債　財源不足を補うため、国・県や民間の金融機関から借りるお金

国庫・県支出金　市が行う特定の事務や事業に対して、必要な費用の財源として

　　　　　　国・県から交付されるお金

義務的経費　市の借金や人件費・扶助費など、支出しなければならない経費

投資的経費　道路建設などのように、社会資本の形成に向けられる経費

公 債 費　これまで借り入れた市債などの返済に係る経費

市    税
32 億 519 万６千円　20.8％

交通安全対策特別交付金
523 万４千円

地方特例交付金
3,203 万１千円　0.2％

配当割交付金等
3 億 2,971 万６千円　2.1％

歳入
154 億 789 万 1 千円

地方譲与税
2 億 4,604 万円　1.6％

県支出金
9 億 6,187 万 9 千円

　6.3％

国庫支出金
12 億 1,661 万 7 千円

　7.9％

市    債
8 億 1,510 万円　5.3％

地方交付税
60 億 1,205 万３千円　39.0％

分担金及び負担金
2 億 4,784 万 9 千円　1.6％

寄付金　   2,921 万円　0.2％

諸収入
1 億 7,428 万８千円　1.1％

使用料及び手数料
2 億 5,401 万 3 千円　1.7％

繰越金
5 億 719 万 5 千円　3.3％

財産収入
3,464 万８千円　0.2％

繰入金
13 億 3,682 万２千円　8.7％

自主財源
37.6％

依存財源
62.4％

一  般  会  計
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基準　Ｈ 21.03.31
30,821 人

市民一人あたりのサービス内訳

　　　
　　　　　民生費

１４４，４８１円

　　　
　　　　　衛生費

４２，１６２円

　　　
　　　　　総務費

９３，４１０円

　　　
　　　　　公債費

７３,１５６円

　　　
　　　　　農林水産業費

３８，９７５円

　　　
　　　　　教育費

３８,６３８円

　　　
　　　　　土木費

２０，８０８円

　　　
　　　　　災害復旧費

２,５８３円

　　　
　　　　　消防費

１８，９２６円

　　　
　　　　　議会費

５,６６２円

　　　
　　　　　商工費

３,４７２円

歳出　148 億 8,430 万円

性質別歳出

※グラフ中の率は四捨五入しているので、合計が 100％
　にならない場合があります。

　義 務 的 経 費　49.2％

人 件 費 　    27 億 763 万 7 千円

扶 助 費 　23 億 6,183 万９千円

公 債 費 　22 億 5,472 万 9 千円

　投 資 的 経 費　11.8％
普通建設事業費 　16 億 7,666 万３千円

災害復旧事業費 　　　　　    7,962 万円

　その他の経費　39.0％

物 件 費 　15 億 8,906 万１千円

補 助 費 等 　16 億 7,250 万５千円

繰 出 金 　16 億 2,538 万８千円

そ の 他 　  9 億 1,685 万８千円

伊佐市の財政状況（決算）

民生費
44 億 5,303 万６千円

　29.9％

総務費
28 億 7,899 万８千円

　19.4％

労働費
2,019 万７千円　0.1％

商工費
1 億 701 万６千円　0.7％議会費

1 億 7,449 万５千円　1.2％

消防費
5 億 8,330 万７千円

　3.9％

災害復旧費
7,962 万円　0.5％

土木費
6 億 4,133 万５千円

　4.3％

教育費
11 億 9,086 万円

　8.0％

農林水産業費
12 億 124 万５千円

　8.1％

公債費
22 億 5,472 万９千円

　15.1％

衛生費
12 億 9,946 万２千円

　8.7％

歳出
148 億 8,430 万円

義務的
経費

49.2％

その他の
経費

39.0％

投資的経費
11.8％

一  般  会  計
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平
成
21
年
表
彰
　
平
成
21
年
４
月
16
日

日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章
（
30
年
勤
続
）

福
崎
和
美
（
第
３
分
団
長
）

耳
田
早
人
（
諏
訪
班
団
員
）

米
倉
公
雄
（
馬
場
班
団
員
）

県
消
防
協
会
表
彰

功
績
章
（
20
年
勤
続
）

坂
中
正
博
（
第
８
分
団
長
）

森
博
幸
（
本
城
分
団
班
長
）

兵
底
博
之
（
郡
山
班
団
員
）

池
松
良
照
（
目
丸
班
団
員
）

小
野
原
富
雄
（
里
町
班
団
員
）

山
之
上
則
久
（
曽
木
班
団
員
）

井
ノ
上
國
夫
（
平
出
水
班
団
員
）

大
宮
司
純
一
（
牛
尾
班
団
員
）

前
田
憲
治
（
目
丸
班
団
員
）

精
績
章
（
15
年
勤
続
）

出
水
隆
一
（
第
６
副
分
団
長
）

山
之
上
茂
（
第
９
副
分
団
長
）

曽
木
敏
郎
（
大
口
自
動
車
班
部
長
）

森
山
謙
藏
（
元
町
班
部
長
）

宮
原
弘
通
（
上
町
班
班
長
）

坂
元
裕
二
（
宮
人
班
班
長
）

末
吉
浩
一
（
中
央
分
団
班
長
）

緒
方
光
弘
（
徳
辺
分
団
班
長
）

川
野
美
明
（
徳
辺
分
団
班
長
）

塚
元
雅
志
（
篠
原
班
団
員
）

外
山
哲
朗
（
中
央
班
団
員
）

村
岡
敏
徳
（
馬
場
班
団
員
）

森
岡
浩
二
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

原
口
正
和
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

有
川
芳
久
（
下
手
分
団
団
員
）

県
知
事
表
彰

40
年
勤
続

脇
迫
勉
（
北
部
分
団
長
）

10
年
勤
続

生
駒
泰
志
（
第
２
副
分
団
長
）

瀬
㟢
智
明
（
水
ノ
手
班
部
長
）

中
村
守
男
（
小
木
原
班
班
長
）

橋
脇
礼
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

兵
底
透
（
郡
山
班
団
員
）

池
田
浩
二
（
石
井
班
団
員
）

大
山
博
喜
（
小
木
原
班
団
員
）

島
内
雅
史
（
平
出
水
班
団
員
）

前
田
武
志
（
堂
崎
班
団
員
）

坂
元
初
実
（
宮
人
班
団
員
）

丸
山
賢
（
北
部
分
団
団
員
）

内
園
田
健
作
（
本
城
分
団
団
員
）

緒
方
裕
二
（
本
城
分
団
団
員
）

竹
内
幸
男
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

長
野
正
（
川
南
分
団
団
員
）

吉
永
好
郎
（
下
手
分
団
団
員
）

平
成
22
年
消
防
出
初
式
表
彰

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支
部

長
表
彰
（
15
年
勤
続
）

山
﨑
亮
二
（
川
南
分
団
副
分
団
長
）

牟
田
浩
一
（
白
木
班
部
長
）

土
瀬
戸
修
（
中
央
班
部
長
）

橋
口
博
文
（
白
木
班
班
長
）

沖
田
義
博
（
馬
場
班
班
長
）

谷
口
和
彦
（
本
城
分
団
班
長
）

原
口
正
和
（
湯
之
尾
分
団
班
長
）

中
島
速
男
（
青
木
班
団
員
）

吉
満
清
司
（
青
木
班
団
員
）

井
立
田
正
（
尾
之
上
班
団
員
）

寺
師
友
明
（
平
出
水
班
団
員
）

園
田
辰
三
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

脇
迫
修
二
（
北
部
分
団
団
員
）

米
満
陽
一
（
下
手
分
団
団
員
）

○
市
長
表
彰

退
任
消
防
後
援
会
長

大
工
町
徑
（
里
町
班
）

平
山
政
弘
（
水
ノ
手
班
）

木
津
俊
郎
（
青
木
班
）

蓑
田
　
照
（
牛
尾
班
）

中
村
貞
幸
（
山
野
自
動
車
班
）

東
國
德
（
石
井
班
）

森
山
善
友
（
平
出
水
班
）

30
年
勤
続
章

中
尾
義
秀
（
第
６
分
団
長
）

蓑
田
慎
一
（
第
２
分
団
長
）

木
ノ
上
修
（
崎
山
班
団
員
）

有
留
美
芳
（
曽
木
班
団
員
）

渡
邊
清
文
（
馬
場
班
団
員
）

25
年
勤
続
章

橋
ノ
口
和
昭
（
本
城
分
団
長
）

古
城
孝
一
郎
（
中
央
班
団
員
）

20
年
勤
続
団
員
の
家
族

川
﨑
幸
二
（
崎
山
班
副
分
団
長
）

平成 22 年　伊佐市消防出初式
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澤
津
寿
久
（
湯
之
尾
分
団
副
分
団
長
）

今
釘
浩
二
郎
（
土
瀬
戸
班
副
分
団
長
）

下
城
正
剛
（
北
部
分
団
班
長
）

萬
浮
哲
浩
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

下
牛
尾
覚
（
牛
尾
班
団
員
）

坂
元
幸
郎
（
郡
山
班
団
員
）

栗
巣
真
一
（
平
出
水
班
団
員
）

15
年
勤
続
章

長
岡
秀
光
（
小
木
原
班
部
長
）

山
﨑
亮
二
（
川
南
分
団
副
分
団
長
）

谷
口
和
彦
（
本
城
分
団
班
長
）

竹
原
研
二
（
川
南
分
団
班
長
）

森
山
裕
樹
（
大
口
自
動
車
班
班
長
）

園
田
辰
三
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

脇
迫
修
二
（
北
部
分
団
団
員
）

米
満
陽
一
（
下
手
分
団
団
員
）

濱
田
健
二
（
石
井
班
団
員
）

吉
野
克
彦
（
小
木
原
班
団
員
）

川
口
俊
二
（
白
木
班
団
員
）

沖
田
健
治
（
崎
山
班
団
員
）

前
田
茂
寿
（
崎
山
班
団
員
）

猪
鹿
月
輝
雄
（
宮
人
班
団
員
）

長
岡
慎
一
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

大
野
美
智
人
（
中
央
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

長
岡
達
朗
（
土
瀬
戸
班
班
長
）

寺
地
史
生
（
牛
尾
班
班
長
）

吉
松
直
樹
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

坂
口
泰
宏
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

丸
山
春
樹
（
北
部
分
団
団
員
）

池
畑
悟
史
（
上
町
班
団
員
）

亀
居
修
一
（
水
ノ
手
班
団
員
）

森
山
誠
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

橋
本
貴
宏
（
平
出
水
班
団
員
）

大
野
道
治
（
中
央
分
団
団
員
）

酒
瀬
川
幸
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

○
団
長
表
彰
（
５
年
勤
続
章
）

二
木
憲
一
（
川
南
分
団
団
員
）

福
田
友
和
（
本
城
分
団
団
員
）

安
田
哲
郎
（
中
央
分
団
団
員
）

永
野
洋
喜
（
川
南
分
団
団
員
）

瓦
勇
治
（
川
南
分
団
団
員
）

久
保
田
慶
久
（
徳
辺
分
団
団
員
）

竹
之
内
信
二
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

小
田
原
宏
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

茅
野
栄
一
郎
（
上
町
班
団
員
）

神
田
顕
正
（
元
町
班
団
員
）

上
田
次
郎
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

有
郷
豊
喜
（
小
木
原
班
団
員
）

有
満
隆
明
（
平
出
水
班
団
員
）

前
田
慎
一
（
堂
崎
班
団
員
）

帖
佐
秀
雄
（
宮
人
班
団
員
）

原
田
一
男
（
曽
木
班
団
員
）

黒
木
幸
彦
（
馬
場
班
団
員
）

段
勇
樹
（
馬
場
班
団
員
）

中
間
弘
典
（
北
部
分
団
団
員
）

砂
田
健
一
（
中
央
分
団
団
員
）

　１月 10 日、菱刈農村公園
グラウンドで平成 22 年伊佐市消防
出初式が行なわれました。
　消防ラッパ隊を先頭に、約 430 人の消防団員・消
防署職員のパレードで幕を開けた出初式では、分列行進や
規律訓練、はしご隊の演技や本城幼稚園児の鼓笛演奏などが披露さ
れ、会場から大きな拍手が送られていました。
　また、当日は消防団活動に功績のあった方々への表彰も行われ、次の方々
が受章されました。（敬称略、階級は受章時のもの）

平成 22 年　伊佐市消防出初式
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行政からのお知らせ

平成 22 年４月から
市役所組織の一部を変更します

　「わかりやすく」「利用しやすい」市役所を目指し、きめ細かなサービス
を提供するため、4月から今までの組織を統合・分割した新しい体制で業
務を行います。なお、今回は変更部分をお知らせし、全課の取扱事務の詳
細は、次回以降の広報紙でお知らせします。

【大口庁舎】
課の名称が変わります　滞納対策課　➡　収納課
課・分室を統合します
　○農政課分室を、農政課（菱刈庁舎）へ統合します。
　○農政課分室で行っていた農業委員会関係業務を、農業委員会事務局（菱刈庁舎）に統合します。
　○建設課分室を、建設課（菱刈庁舎）へ統合します。
係の名称と業務の担当が変わります
　○総務課　　　秘書広報係の名称を「広報係」とします。
　○企画調整課　総務課から「秘書係」が移転します。
　　　　　　　　政策係の名称を「政策推進係」、行政改革係を「行政改革推進係」とします。
　○市民課　　　農政課分室、建設課分室から一部業務が移転します。
　○収納課　　　税務課から管理収納係が移転します。
　○地域振興課　商工振興係と観光公園係を統合し、「商工観光係」とします。
　○水道課　　　水道課分室（菱刈庁舎）を統合し、名称を「第２工務係」とします。

【菱刈庁舎】
課・分室を統合します
　○市民税務課を、地域総務課に統合します。
　○環境対策課を、衛生センターに移転します。
　○市民スポーツ課を「文化スポーツ課」に統合し、事務所は文化会館に移転します。
　○水道課分室を、水道課（大口庁舎）へ統合します。
係の名称と業務の担当が変わります
　○農政課　　　農政課分室を統合します。
　○林務課　　　「鳥獣対策係」を新設します。
	 　　　					管理係の名称を「管理登記係」とし、財政課から登記関係事務が移転します。
　○建設課　　　管理係に道路維持係を統合します。
　　　　　　　　建築住宅係を分割し、名称を「建築係」と「住宅係」とします。
　　　　　　　　建設課分室を統合します。
　○学校教育課　第１指導係と第２指導係を統合し、名称を「指導係」とします。

【文化会館】
　「文化スポーツ課」を新設し、文化芸術係と市民スポーツ係を「文化スポーツ係」に統合し、「社
会教育施設管理係」を新設します。事務所は文化会館に置きます。

【衛生センター】
　環境対策課と衛生センターを統合し、名称を「環境政策課」とします。事務所は衛生センター
に置きます。

問い合わせ先　市企画調整課行政改革係　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　　　　　　　　　１１２４
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Government Infomation

４月１日から
旅券（    パスポート）の    申請・受領の窓口は

市役所（    大口庁舎）に    なります

　本市では、鹿児島県からの権限移譲により、４月
１日から旅券（パスポート）の申請・交付業務を開
始します。
　これにより伊佐市の人は、かごしま県民交流セン
ターパスポート窓口をはじめとする県の旅券窓口は
原則利用できなくなります。
　ただし、次の場合は、県の窓口を利用できます。

理　　　　　由 旅 券 窓 口 の 場 所

親族等の死亡等により緊急に渡航する必要がある場合
		かごしま県民交流センター

外国での業務等により早期に渡航する必要がある場合

通勤・通学等で伊佐市外に通学・通勤されている場合 		通勤・通学先の最寄りの県旅券窓口

申請・交付場所
　市役所市民課市民係（大口庁舎）のみの受付となります。
取扱時間
　月～金曜日　８時 30 分から 17 時 15 分まで
　（土 ･日 ･祝日、振替休日及び年末年始休暇を除く。）
対 象 者
　伊佐市に住民登録をしている人
申請から交付までの所要日数
　10 日間（土・日・祝日、振替休日及び年末年始休暇の期間を除く。）
申請に必要な書類
　○一般旅券発給申請書　			１通
　○戸籍謄（抄）本　　　			１通（発行日から６か月以内のもの）
　○写真 (4.5 ㎝× 3.5 ㎝ )　１枚（できるだけ写真店でパスポート用として撮影してください。）
　○本人確認のための書類（運転免許証等）
　○前回取得した旅券
　○住民票　　　　　　　			１通（伊佐市に住民登録している人は省略できます。）

手 数 料

一般旅券
手 数 料

有効期間 申請時の
年　　齢 収入印紙 鹿児島県

収入証紙 合　　計

10 年 20 歳以上 14,000 円分 2,000 円分 16,000 円分

		５年
12 歳以上 			9,000 円分 2,000 円分 11,000 円分

12 歳未満 			4,000 円分 2,000 円分 			6,000 円分

問い合わせ先　市役所市民課市民係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１１５５
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行政からのお知らせ

菱刈公衆浴場利用時間・入浴料（大人）の
改正について

新型インフルエンザ予防接種の
　　　　　　スケジュールについて

　４月１日から、菱刈公衆浴場の利用時間・
入浴料（大人）が次のとおり改正されますの
で、ご理解とご協力をお願いします。

※現行の大人（70 歳以上）は、免除となっています。

問い合わせ先　市地域総務課総務振興係　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　２１７１

１、利用時間

２、入 浴 料

区　　　分 現　　　行 改　　　正

普通入浴料金（1回券）	大人（中学生以上）　			150 円
	大人（中学生から 69 歳まで）　			150 円
	大人（70 歳以上）　　　　　　						100 円

普通入浴料金
（11 枚綴回数券） 	大人（中学生以上）1,500 円

	大人（中学生から 69 歳まで）1,500 円
 大人（70 歳以上）　　　　　    1,000 円

月極め入浴契約料金 	大人（中学生以上）3,780 円
 大人（中学生から 69 歳まで）3,780 円
 大人（70 歳以上）　　　　　    2,520 円

区　　　分 現　　　行 改　　　正
		5 月～ 10 月 7:00 ～ 20:00 8:00 ～ 19:00
11 月～			4 月 7:00 ～ 19:00 8:00 ～ 18:00

　新型インフルエンザ予防接種の優先接種対象者（下表）は、現在予防接種を受けることができます。
３月 31 日までに接種される人は、「接種費用証明書」を提示すると助成が受けられます。「接種費用証
明書」を紛失した人は、市健康増進課健康推進係（大口庁舎）で再交付が受けられます。
※「接種費用証明書 ｣は 11 月上旬に全世帯へ送付済み

優 先 接 種 対 象 者

	妊婦

	基礎疾患のある人

	１歳～高校生に相当する年齢の人

	１歳未満の小児の保護者等

	高齢者 (65 歳以上 )

●接種対象とならない方々へ●
左記以外の方々については、優先接種対象

者とはなっておりませんので、市から発送

した ｢接種費用証明書 ｣は使用できません。

予防接種には次のような効果やリスクがあります。
効　果：重症化や死亡の防止に一定の効果が期待できます。
　　　　（※接種したからといって、感染を完全に防げるわけではありません。）
リスク：予防接種後、はれたり熱が出るなどの症状が見られたりするほか、まれに重篤な症状を引き起
　　　　こす可能性もあります。
　２月からは、輸入ワクチンも市場に流通しますので、効果、リスクについて必ず医師から説明を受け、
十分理解したうえで自分の判断で接種してください。

問い合わせ先　市健康増進課健康推進係　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１２１６・１２１７
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ISA City Topics

ま ち
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　今回の成人式実行委員６人は全員女性。仕事の合間をぬって、約２か
月前から準備を進めてきました。「手作り感を大切にした」という６人
の思いが随所に見られた、心温まる成人式となりました。

　１月３日、大口ふれあいセンターで
伊佐市成人式が行なわれ、今年の新成
人 378 人（男性 190 人、女性 188 人）
のうち、316 人が参加しました。
　式典開始が近づくと、会場には晴れ
やかな振袖姿や新しいスーツに身を包
んだ新成人が次々と集り、久しぶりの
再会を喜ぶ声があちこちで聞かれまし
た。

　鼓動塾の太鼓演奏で幕を開けた式
典では、新成人への祝辞や先輩から
のメッセージを、真剣な表情で聞き
入っていました。また、小中学校時
代の写真や恩師からのビデオレター
が写し出されると、時折歓声を上げ
ながら、昔のできごとや思い出を懐
かしんでいました。
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ISA City Topics
伊佐市で築こう福祉のこころ

　伊佐農業公社では、微生物活性酵素「マイエンザ」
を使用して高温発酵で有害な害虫などを死滅させた
堆肥の散布を始めました。
　“資源リサイクル畜産環境整備事業”で導入した
自走マニアスプレッダーの試運転を 12 月 17 日に
菱刈下手・東市山地区で、関係者が見守る中積み込
みから散布までの時間を計りながら行われました。

　12 月 26 日から 28 日までの３日間、九州カヌー連盟
が主催する“九州カヌー冬季合同合宿”が菱刈川北の菱
刈カヌー競技場で行われました。
　合宿は今回で６回目を迎え、九州各地をはじめ遠くは、
山口県の高校も含め 17 団体総勢 206 人が参加していま
した。練習後は、温泉で体を温め選手間の交流を深めて
いました。

　昨年 10 月に「チャリティ落語会」を開
催した国際ソロプチミスト大口伊佐（川原
秀子会長）から、市の運営に役立ててくだ
さいと収益金の一部が寄付されました。
　ありがとうございます。

　12 月 13 日、大口ふれあいセンターで第１回伊佐市社
会福祉大会が開催され、俳優榎木孝明さんがトークショ
ーを行ないました。また、伊佐市のゴミ袋のデザイン画
を描いた長尾美紀さん（大口）と榎木さん・市長の三者
てい談も行なわれ、榎木さんから絵のアドバイスを受け
た長尾さんは「これからも楽しい絵を描き続けたい」と
話していました。
　社会福祉功労・福祉作文の表彰を受けられた方々は次
のとおりです。（敬称略）

収益金の一部を寄付

社会福祉功労表彰
【功労者表彰】
嶋崎正己（針持）
木場野元治（山野）
前田幹雄（大口東）
小路紀子（針持）
中村悦子（針持）
野中睦子（羽月）
小田原千栄子（大口東）
原囿恵子（羽月）

自走マニアスプレッダーで堆肥散布

坂口麗子（牛尾）
新川眞由美（さつま町）
南薗眞里子（山野）
上井悦子（羽月）
椛山安德（大口）
中村安奈（大口）
【功労者感謝状】
新居見ゆり子・真人
　　　　　　（本城）

福祉作文コンクール表彰
【優秀賞】
井下菜花（菱刈小２年）
濱口真美（大口南中１年）
【優良賞】
野田愛香（羽月小５年）
黒木洋介（針持小６年）
滝口愛由（菱刈小６年）
大熊和夏（大口中２年）
早﨑未来（菱刈中２年）

九州カヌー冬季合同合宿

【入選】
寺師千里（平出水小３年）
村岡さゆみ（針持小４年）
米森文音（菱刈小１年）
扇園竜也（本城小２年）
鹿島由理（山野中２年）　
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剣の修練の成果を競う
第 31 回菱刈剣道大会

　１月 11 日、菱刈農業者トレーニングセンタ
ーで、第 31 回菱刈剣道大会が行なわれました。
　当日は、県内外から 101 チーム（小学生男子
40、女子 18、中学生男子 28、女子 15 チーム）
が参加し、それぞれの応援団が見守る中、熱気
あふれる試合を繰り広げました。
　結果は次のとおりです。
【小学生男子の部】
優　勝　鹿児島ＫＭＫ（霧島市）
準優勝　伊集院剣心館（日置市）
第３位　富隈剣道スポーツ少年団Ａ（霧島市）
第３位　鹿児島横川剣（霧島市）
【小学生女子の部】
優　勝　下水流剣道スポーツ少年団（出水市）
準優勝　さざなみ（姶良町）
第３位　伊集院剣心館（日置市）
第３位　出水剣友Ａ（出水市）
【中学生男子の部】
優　勝　鹿児島横川剣（霧島市）
準優勝　高岡中学校（宮崎市）
第３位　野田中学校（出水市）
第３位　伊集院剣心館（日置市）
【中学生女子の部】
優　勝　日当山中学校（霧島市）
準優勝　隼人中学校（霧島市）
第３位　高岡中学校（宮崎市）
第３位　鹿児島ＫＭＫ（霧島市）

高齢者叙勲

法務大臣表彰 総務大臣表彰

　旧菱刈町議会議員と
して、長年地方自治に
ご尽力された功績が認
められ、大島勇さん
（88 歳・菱刈）に、こ
のたび旭日双光章が授
与されました。
　おめでとうございま
した。

　長年にわたり保護司
として犯罪の再発防止
や予防にご尽力された
功績が認められ、湯田
重好さん（大口）が法
務大臣から表彰されま
した。
　おめでとうございま
した。

　長年にわたり選挙管
理委員会の委員として
選挙の管理執行と明る
い選挙の推進にご尽力
された功績が認められ、
福留常夫さん（菱刈）
が総務大臣から表彰さ
れました。おめでとう
ございました。

初期消火と人命救助で感謝状

　12 月 25 日、郡山団地内で発生した火災の
消火作業と人命救助に貢献したとして、伊佐
湧水消防組合管理者から郡山団地自治会（萩
原正道会長・写真中央）に感謝状が贈られま
した。
　10 月５日、郡山団地の一室から煙が出て
いるのを同団地に住む山田稔さん（写真右）
が発見し、近くの岩坪義德さん（写真左）と
協力して、部屋に残されていた男性を救出し
ました。また、団地の人たちもバケツリレー
による消火活動や男性の看護にあたりまし
た。
　救出にあたった岩坪さんは「とにかく無我
夢中でしたが、無事救出できてよかったです」
と話していました。
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ひまわりの家収穫祭

１日所長に就任！

　12 月 20 日、大口曽木の社会福祉法人ひま
わり福祉会「ひまわりの家」で、収穫祭が行
なわれました。
　当日は小雨の降る中にもかかわらず多くの
人たちが訪れ、地元の野菜や果物などをたく
さん買い求めていました。ステージでは、ひ
まわりの家の子どもたちで結成された「チル
ドラ」による力強い太鼓演奏も披露され、会
場からは大きな拍手が送られていました。
　また、昔ながらの臼と杵を使って餅つき大
会も行なわれ、子どもたちは慣れない手つき
で大きな杵を握り、力一杯もちをついていま
した。

　ダイヤル１１０番の適切な利用を呼びかける「１１０
番の日」に合わせて、１月８日、大口小学校６年の池山
諒くんと吉岡未華さんが、伊佐警察署大口中央交番１日
所長に任命されました。
　真新しい制服に身を包んだ２人は、警察署長から辞令
を受け取ると、力強く敬礼をしました。署内を巡回した
後、パトカーに乗り込みさっそくパトロール開始。途中、
市内の銀行へ立ち寄り、ＡＴＭを利用する人たちにチラ
シを配りながら、「ふりこめ詐欺に注意してください」
と注意を促していました。

　今年も元旦から市内各地区で鬼火焚きが行われました。
　湯之尾地区の鬼火焚きでは、湯之尾小学校を昨年卒業
した６年生たちが、教室の入り口に設置していた“六年
生の門”を卒業生と先生・地域のみんなが見守る中一緒
に燃やし１年間の無病息災を祈願しました。
　夜空に真っ赤な火柱と竹のはじける音が響いていまし
た。　

無病息災を祈願して

　昨年 12 月 13 日に開催された“第５回「話
してみよう韓国語」鹿児島大会 2009 年”に
おいて大口明光学園高等学校１年生の後藤桃
華さん（写真左）枡野愛奈さん（右）が、３
分間の寸劇で“韓国にホームスティーしてい
る学生と受け入れ先の学生の食文化”につい
て演技をし最優秀賞を受賞されました。全国
の８組に選ばれ３月 13 日に東京で行われる
「クムホ・アシアナ杯」へ出場されます。　

話してみよう韓国語
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体
と
向
き

合
い
「
健
康
力
ア
ッ
プ
」
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。
あ
な
た
の
一
つ
し
か
な
い
大

切
な
身
体
で
す
よ
。

“
女
性
サ
ロ
ン
室
”
の
ご
利
用
を
！

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
、
相
談
者

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流
ス
ペ
ー
ス

が
「
女
性
サ
ロ
ン
室
」
で
す
。
あ
な
た

の
胸
の
中
に
閉
じ
込
め
た
も
の
一
緒
に

な
っ
て
受
け
止
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
２
月
３
日
（
水
）・
17
日
（
水
）

３
月
３
日
（
水
）・
17
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

全
国
共
通
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
３
７
０

（
守
ろ
う
よ
、
み
ん
な
を
）

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
消
費
生
活
相
談
窓

口
の
存
在
を
ご
存
知
な
い
消
費
者
の
人

に
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を

ご
案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
生
活

相
談
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
や
す

く
す
る
も
の
で
、
全
国
共
通
の
電
話
番

号
で
す
。

Q
身
近
な
相
談
窓
口
っ
て
、
ど
こ
？

　
伊
佐
市
の
場
合
は
、
市
役
所
の
地
域

振
興
課
内
に
あ
る
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
な
り
ま
す
。

Q
ど
ん
な
相
談
で
も
受
け
て
も
ら
え
る

　
の
？

〈
相
談
窓
口
で
受
け
ら
れ
る
相
談
〉

○
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
、訪
問
販
売
・

　
通
信
販
売
等
に
お
け
る
事
業
者
と
の

　
ト
ラ
ブ
ル

○
安
全
性
を
欠
く
製
品
や
エ
ス
テ
テ
ィ

　
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
身
体
へ
の
被

黄
色
い
リ
ボ
ン
⑭
「
女
性
の
健
康
週
間
」

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
!!

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
市
民

意
識
調
査
報
告
　
―
２
回
目
―

　
今
回
は
、「
結
婚
の
状
況
」
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　
害
な
ど

〈
相
談
窓
口
で
受
け
ら
れ
な
い
相
談
〉

○
行
政
の
対
応
に
対
す
る
不
満
や
要
望

　（
行
政
相
談
）

○
職
場
で
の
不
当
な
解
雇（
労
働
問
題
）

○
工
場
の
汚
水
排
出
に
よ
る
環
境
事
故

　（
公
害
）
な
ど

※
生
命
・
身
体
に
重
大
な
危
害
を
受
け

　
た
場
合
、
ま
た
は
そ
の
危
険
が
切
迫

　
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
ま
ず
は
、

　
警
察
・
消
防
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Q
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
の
？

　
市
区
町
村
、
都
道
府
県
、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
か
の
窓
口
が
対
応
す

る
こ
と
に
よ
り
、
年
末
年
始
を
除
い
て

原
則
毎
日
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
土
、

日
及
び
祝
日
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）
が		

相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
な
お
、
次
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

伊
佐
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
５
４

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
２
４
・
０
９
９
９

20 歳代結婚をしている

結婚をしていない

結婚をしていたが離婚

結婚をしていたが死別

０ 20 40 60 80 100（％）

男性

男性

男性

男性

男性

男性

女性 51.9%

22.2%

71.4%
64.7%

79.5%
79.2%

83.8%
80.6%

83.4%
92.1%

65.7%
93.9%

4.5%

3.4%

4.0%
3.7%

1.0%

12.9%

20.8%
11.0%

32.4%
21.4%

77.8%
37.0%

女性

女性

女性

女性

女性

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳代
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私たちの学校生活

Our School Life!

　「
私
た
ち
は
、
進
ん
で
良
い
こ
と
を
行
い
、
粘

り
強
く
や
り
ぬ
く
子
ど
も
に
な
り
ま
す
。」

　
こ
れ
は
、
長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
本
城
小
学

校「
誓
い
の
言
葉
」で
す
。
98
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、

全
校
朝
会
等
で
こ
の
「
誓
い
の
言
葉
」
を
大
き
な

声
で
言
い
、
自
分
達
が
目
指
す
姿
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
校
は
、
生
涯
学
習
の
観
点
に
立
ち
、
学

校
と
地
域
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

低
学
年
は
、
お
年
寄
り
と
の
交
流
、
中
学
年
は
地

域
の
施
設
等
と
の
交
流
、
高
学
年
は
地
域
で
の
体

験
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
地
域
の

お
き
な
草
春
祭
り
で
は
、
地
域
の
先
生
に
指
導
を

受
け
な
が
ら
絵
手
紙
を
完
成
さ
せ
コ
ン
テ
ス
ト
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
を
あ
げ
て
地
域
の
校
区
体
験
活
動
・

ふ
る
さ
と
学
寮
等
、「
ふ
る
さ
と
と
の
ふ
れ
合
い

活
動
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を

通
し
て
、
郷
土
教
育
・
福
祉
教
育
・
環
境
教
育
等

が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

誇
り
に
思
い
、
大
事
に
す
る
子
ど
も
が
育
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
学
力
向
上
に
も
、
学
習
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
地
域
の
力
を
活
か
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本
城
っ
子
は
、
地
域

に
育
て
ら
れ
す
く
す
く
と
伸
び
て
い
ま
す
。
　
　

　創立１３６年目を迎える本校は、地域の中の学
校ということを念頭に置き、全職員が一丸となっ
て日々の教育活動に取り組んでいます。
　特に、「あいさつ日本一」「靴並べ日本一」「全
校一万冊読破」などを目標に、規律・所属感・う
るおいのある学校づくりに努めています。今後も、
家庭や地域と連携しながら「生きる力」を備えた
本城っ子の育成に努めます。

本城小学校

▲本城小学校全校生徒

地
域
に
育
ま
れ
る
「
本
城
っ
子
」

本城小学校
濵﨑　力雄　校長

学校長から一言
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健
康
の
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
時
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量
は
、

1
日
１
０
０
～
２
０
０
kcal
を
目
安
に
し
た
ほ

う
が
い
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
は
度
合
い
が
高
い
も
の
ほ
ど
高
カ
ロ
リ
ー

に
な
り
ま
す
。	

体
質
に
よ
っ
て
個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
、「
ほ
ろ
酔
い
初
期
」
の
段
階
で
と

ど
め
て
お
く
の
が
適
量
と
言
え
ま
す
。
こ
れ

以
上
飲
み
続
け
る
と
、
肝
臓
は
も
ち
ろ
ん
、

脳
や
胃
腸
・
心
臓
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
臓

器
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
で
本
当
に
太
る
の
？

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
血
行

の
促
進
や
体
熱
の
上
昇

な
ど
に
消
費
さ
れ
て
完

全
に
燃
焼
し
、
身
体
の
組

織
に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
食
欲
が
増
幅
さ
れ
、
適
量
を
守
り

き
れ
ず
に
暴
飲
・
暴
食
を
繰
り
返
し
て
カ
ロ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
と
な
っ
て
し
ま
う
パ
タ
ー
ン

が
多
い
の
が
現
状
。

　
ま
た
、
お
酒
の
適
量
は
守
っ
て
い
る
の
に

太
っ
て
し
ま
う
…
と
い
う
人
は
、
油
っ
こ
い

お
つ
ま
み
ば
か
り
食
べ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

夜
遅
く
ま
で
飲
ん
で
い
る
場
合
は
、
過
剰
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
ず
に
体
内
に
蓄
積

ダイエット中に
お酒を楽しむには？

さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
結
果
的
に
脂

肪
と
な
っ
て
体
に
つ
い

て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夜
に
お
酒
を

飲
む
習
慣
を
持
つ
人
は
、

次
の
日
の
朝
食
を
抜
く

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
朝
食
を
抜
く
と
、
体
は

脂
肪
を
溜
め
込
も
う
と
し
て
し
ま
う
た
め
に

太
り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。	

　
カ
ロ
リ
ー
過
多
の
時
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲

む
と
、
脂
肪
の
代
謝
を
悪
く
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
内
臓
脂
肪
を
た
め
こ

む
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
節
食
状
態
の
時
に
ア

ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
、
カ
ロ
リ
ー
以
外
の
身

体
に
必
要
な
栄
養
素
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、

健
康
を
害
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
飲
酒

の
た
め
に
食
事
を
減
ら
す
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
代
謝
に
必
要
な
栄
養
素
が
不
足

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
う
ま
く
活
用
が
で
き
な

い
と
、
最
終
的
に

体
脂
肪
が
蓄
積

し
や
す
い
身
体

に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　お
酒
は
あ
く
ま
で
健
康
的
に
楽
し
も
う

　「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
う
言
葉
が
古
く
か

ら
あ
る
通
り
、
適
量
を
守
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス

解
消
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
で
1
日
の
疲
れ
を

癒
し
て
く
れ
ま
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ

く
り
と
お
酒
を
味
わ
い
、
笑
い
な
が
ら
楽
し

く
飲
む
よ
う
に
す
る
の
が
一
番
で
す
。	

週
に
2
日
は
休
肝
日
を
も
う
け
、
お
酒
に
依

存
し
な
い
よ
う
に

　
お
酒
を
よ
く
飲
む
人
は
特
に
、
1
週
間
に

一
度
お
酒
を
ま
っ
た
く
飲
ま
な
い
で
肝
臓
を

休
め
る
日
「
休
肝
日
」
を
も
う
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

分  類 種  類 ｶﾛﾘｰの目安
ブランデー 	グラス 1杯（50ml）				142 ㎉

ウイスキー
	ストレート（50ml）				121 ㎉
	水割り（シングル）						96 ㎉

ビール
	500ml 				196 ㎉
	350ml 				144 ㎉

ワイン
	赤ワイン（213ml）				160 ㎉
	白ワイン（213ml）				155 ㎉
	ロゼ（213ml） 				147 ㎉

日本酒 	1 合（180ml） 				198 ㎉
焼 酎 	1 合（180ml） 				203 ㎉
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【　児　童　】
ガツン！ ニック・ホーンビィ
君はわらうかな 菊田まりこ
わたしのやさしいいちにち メラニー・ウォルシュ
アンパンマンとみるくぼうや やなせたかし
アンパンマンとおえかきベレちゃん やなせたかし
つみきのいえ 加藤久仁生
コんガらガっちあっちこっちすすめ！の本 ユーフラテス
虫はごちそう！ 野中健一
ダイナソー・パニック１～４ レックス・ストーン
おばあちゃんのくりきんとん 山中桃子
はじめての日々 小林深雪

【　一　般　】
江上 田渕久美子
スープで朝ごはん 福田淳子
島田洋七の老いてますます、おもろい人生 島田洋七
わが家でつくる太らないおつまみ 弥冨秀江
扉守 光原百合
産まない女 栗原美和子
東名事故から十年目の訴え 井上郁美
とっても気になる血液の科学 奈良伸雄

【今月の新刊本】【ご利用案内】
本や資料を借りる時

　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か、伊佐市内に所在する
職場・学校に通勤・通学をされている人
であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
「かもの法則」　西田文郎
　「できるかも」「やれるかも」「幸せになれるかも」
…。脳の中に常に発生する「かも」が、とてつも
なく大きな影響を未来におよぼす。自分の心を上
手にコントロールし、成功をつかむための「かも
の法則」を紹介する。

【２月の休館日】

２月 １日（月） ・   ８日（月）・
　　15 日（月）・22 日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日時　２月 27 日（土）　10:30 ～
場所　大口図書館

【図書館へ献本】
西之園あゆみさん（東京都）
永山保雄さん（尾之上）  　　
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募
　
集

伊
佐
市
立
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
特

別
支
援
教
育
支
援
員
募
集

業
務
内
容

　
学
校
が
支
援
を
必
要
と
判
断
し
た
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
教
育
支
援

勤
務
日
数
　
年
間
約
２
０
０
日

※
原
則
と
し
て
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
登

　
校
日

勤
務
時
間
　
原
則
８
時
30
分
～
13
時
30
分

応
募
資
格

①
伊
佐
市
内
及
び
近
郊
市
町
村
に
お
住
ま
い

　
で
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

②
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免
許
保
有

　
者
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
た
能
力
を
持
つ
人

③
子
供
と
接
す
る
仕
事
や
活
動
に
従
事
し
た

　
こ
と
が
あ
る
人

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
手
続

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
２
月
22
日
（
月
）
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導
係

☎
�
１
５
３
２

お
知
ら
せ

平
成
22
年
度市

県
民
税
申
告
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
申
告
日
程
・
会
場
に
つ
い
て
は
、

１
月
15
日
号
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
て
あ
る

と
お
り
で
す
が
、
各
会
場
と
も
混
雑
が
予
想

　
現
在
旧
大
口
市
地
区
で
は
　
マ
ー
ク
の
つ

い
た
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
』
を
燃
え

る
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
４
月

か
ら
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
』
の
分
別

を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
「
広
報
い
さ
」

３
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

指
定
袋
に
つ
い
て

　
市
で
は
昨
年
７
月
よ
り
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

の
指
定
袋
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
が
、
今
ま

で
の
も
の
と
比
べ
て
結
び
部
分
等
が
破
れ
や

す
い
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
て
も
袋
の
強
度
は
以

前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
袋
が
重
く
な
っ
た

と
き
は
手
を
添
え
る
な
ど
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
環
境
対
策
課
環
境
保
全
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
１
１
１
・
２
１
１
２

旧
大
口
市
地
区
の
皆
さ
ま
へ

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
」
の

分
別
収
集
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

旧
羽
月
中
学
校
跡
地
整
備
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
作
業
の
お
願
い

食
べ
て
予
防
し
て
健
康
に
な
ろ
う

～
県
作
業
療
法
士
会
公
開
講
座
～

伊
佐
農
林
高
等
学
校
書
道
展

期
　
　
日
　
２
月
３
日
（
水
）
～
17
日
（
水
）

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　
ア
ト
リ
ウ
ム

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
農
林
高
校
　
　
　
　
　
☎
�
１
４
４
５

さ
れ
ま
す
の
で
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
日
程

・
会
場
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ど
う
し
て
も
指
定
し
た
日
に
来
ら
れ
な
い

人
は
、
同
一
会
場
の
日
程
内
で
18
時
30
分
ま

で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
（
た
だ
し
２
月

24
日
～
26
日
は
16
時
ま
で
の
受
付
）。

　
ま
た
、
申
告
期
間
中
（
２
月
12
日
～
３
月

15
日
）
は
市
役
所
で
の
申
告
受
付
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
税
務
課
市
民
税
係		

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
８
７
・
１
１
８
８

　
旧
羽
月
中
学
校
跡
地
の
整
備
作
業
を
、
羽

月
北
・
羽
月
西
・
羽
月
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
で
計
画
し
ま
し
た
の
で
、
地
域
住
民

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
２
月
21
日
（
日
）
９
時
～

集
合
場
所
　
下
殿
工
業
団
地

作
業
道
具

　
草
刈
り
機
・
チ
エ
ン
ソ
ー
・
混
合
油
・
な

た
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
温
泉
等
の
施
設

を
10
回
ご
利
用
い
た
だ
く
と
１
回
無
料
で
利

用
で
き
る
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を

日
　
　
時
　
２
月
28
日
（
日
）
受
付
９
時
～

場
　
　
所
　
出
水
市
高
尾
野
町
農
村
環
境
改

　
　
　
　
　
善
セ
ン
タ
ー

内
　
　
容
　
○
健
康
維
持
の
た
め
の
食
事

　
　
　
　
　
○
食
べ
る
と
い
う
こ
と

定
　
　
員
　
１
０
０
人
　
※
参
加
費
無
料

申
込
期
限
　
２
月
６
日
（
土
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
出
水
郡
医
師
会
立
第
二
病
院
リ
ハ
ビ
リ
科

　
　
　
☎
０
９
９
６
・
８
２
・
５
９
０
０

　
各
地
区
で
水
田
や
堤
防
の
害
虫
駆
除
な
ど

を
目
的
と
す
る
火
入
れ
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
火
入
れ
を
実
施
さ
れ
る
人
は
、
周
辺
住
民

に
事
前
に
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
十
分
注
意
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

市
林
務
課
林
政
係☎

�
１
３
１
１
○内　　２
１
３
３

火
入
れ
の
時
期
と
な
り
ま
し
た

大
口
温
泉
高
熊
荘
か
ら
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
先

羽
月
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

☎
�
０
３
５
５

始
め
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
温
泉
高
熊
荘
　
　
　
　
☎
�
６
２
０
０

ラフ
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伊佐市からのお知らせ

伊
佐
市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
手

（
年
間
委
託
業
務
）
募
集

業
務
内
容
　

　
伊
佐
市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
業
務

委
託
期
間

　
4
月
1
日
～
平
成
23
年
3
月
31
日

募
集
人
員
　
１
人

応
募
資
格
　

○
大
型
１
種
以
上
の
免
許
を
持
つ
人

○
昭
和
25
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

○
市
税
等
の
滞
納
が
無
い
人

○
健
康
で
責
任
感
の
あ
る
人

平
成
22
年
度
の
本
城
幼
稚
園
児
募
集

　
平
成
22
年
度
の
伊
佐
市
立
本
城
幼
稚
園
の

入
園
を
希
望
さ
れ
る
人
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
新
規
入
園
希
望
者
及
び
継
続
入

園
希
望
者
と
も
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
平
成
16
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
19
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児

保
育
料
　
月
額
６
、１
０
０
円

保
育
時
間
　
8
時
30
分
～
14
時
30
分

休
園
日
　
土
・
日
・
祝
日

休
業
日
　
▽
3
月
26
日
～
4
月
8
日

　
　
　
　
　
▽
7
月
21
日
～
9
月
10
日

　
　
　
　
　
▽
12
月
25
日
～
1
月
10
日

定
　
　
員
　
60
人

申
込
期
間
　
2
月
8
日
（
月
）
～
19
日
（
金
）

提
出
書
類

○
入
園
願
書
１
通
（
市
教
育
委
員
会
総
務
課
、

　
本
城
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。）

○
住
民
票
謄
本
１
通

申
込
先

　
市
教
育
委
員
会
総
務
課
ま
た
は
本
城
幼
稚

園※
伊
佐
市
立
本
城
幼
稚
園
管
理
規
則
の
規
定

　
に
よ
り
入
園
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
６
４

本
城
幼
稚
園
　
　
　
　
　
　
☎
�
０
１
８
５

　
４
月
か
ら
入
園
を
希
望
さ
れ
る
人
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
者
　

　
平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
幼
児

保
育
時
間
　
８
時
30
分
～
15
時

※
延
長
保
育
可
・
相
談
に
応
じ

　
ま
す
。

そ
の
他

　
大
口
東
小
校
区
外
の
子
ど
も

さ
ん
も
入
園
で
き
ま
す
。
い
つ
で
も
体
験
入

園
が
で
き
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
東
幼
児
学
級
　
　
　
　
☎
�
６
１
４
５

大
口
東
幼
児
学
級
園
児
募
集

県
立
北
薩
病
院
で
は
医
師
を
募
集
し

て
い
ま
す
！

　
県
北
地
域
の
中
核
的
医
療
機
関
で
あ
る
県

立
北
薩
病
院
は
、
現
在
、
勤
務
医
師
が
不
足

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
医
療
に
関
心
の
あ
る
医
師
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
を
活
か
し

な
が
ら
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。

募
集
診
療
科

○
内
科
・
消
化
器
科
・
神
経
内
科
・
放
射
線

　
科
（
各
１
人
）

○
脳
神
経
外
科
（
２
人
）

応
募
資
格

　
医
師
免
許
取
得
後
２
年
以
上
経
過
し
て
い

る
人
で
、
採
用
後
１
年
以
上
勤
務
で
き
る
人

県
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち
順
位
登
録

者
募
集

　
県
で
は
、
平
成
22
年
度
の
県
営
住
宅
の
空

き
家
待
ち
順
位
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
募
集
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定

さ
れ
た
登
録
順
位
に
従
っ
て
空
き
家
の
紹
介

を
す
る
も
の
で
あ
り
、
即
ま
た
は
必
ず
入
居

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
宅
名
　

　
朝
日
団
地
・
八
坂
団
地
・
高
校
西
団
地
・

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
団
地
の
４
団
地

受
付
期
限
　
２
月
22
日
（
月
）　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

抽
選
日
　
３
月
３
日
（
水
）

申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
建
設
部
大
口
支
所

用
地
管
理
係
　
　
　
　
　
　
☎
�
５
１
５
８

○
過
去
3
年
以
内
に
重
大
な
事
故
及
び
免
許

　
停
止
等
を
受
け
て
い
な
い
人

勤
務
日
数
　
年
間
１
２
０
日
程
度

勤
務
時
間
　
バ
ス
稼
働
時
間

応
募
期
限
　
3
月
5
日
（
金
）

提
出
書
類
　

○
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

　
写
真
貼
付
）

○
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

提
出
先
　
市
総
務
課
職
員
係（
大
口
庁
舎
）

面
接
日
時

　
書
類
選
考
の
上
、
後
日
対
象
者
の
み
通
知

問
い
合
わ
せ
先

市
会
計
課
管
理
係
（
大
口
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
８
５

選
考
方
法
　
面
接
・
健
康
診
断
（
書
面
）
等

勤
務
条
件
等

▽
身
分
：
地
方
公
務
員
（
鹿
児
島
県
立
病
院

　
局
職
員
）

▽
給
与
：
医
師
免
許
取
得
後
の
年
数
や
資
格

　
等
に
よ
る
（
委
細
面
談
）

▽
健
康
保
険
：
地
方
公
務
員
共
済
組
合

▽
勤
務
時
間
等
：
完
全
週
休
２
日
制
・
年
次

　
有
給
休
暇
・
そ
の
他
特
別
休
暇

▽
宿
舎
：
公
舎
あ
り

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
立
北
薩
病
院
　
　
☎
�
８
５
１
１	

http://w
w
w
.pref.kagoshim

a.jp/hosp
ital/hokusatsu/
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誕
　
生

 

（
12
月
１
日
〜
12
月
31
日
受
付
分
）

勇
山
　
煌こ
う
し
ろ
う

士
郎
（
勝
史
・
中
目
丸
）

田
中
　
雅ま
さ
お
み匡
（
伴
尚
・
新
町
）

吉
永
　
康こ
う
す
け祐
（
貴
雄
・
西
本
町
）

渡
邊
　
真し
ん
ゆ優
（
秀
樹
・
上
新
町
）

桐
原
　
胡こ

こ

な
々
菜
（
佳
盛
・
井
手
原
）

川
添
　
晃こ
う
せ
い聖
（
宏
・
重
留
西
）

溝
口
　
冬と
も
え萌
（
武
則
・
郡
山
）

溝
口
　
祐ゆ
う
と士
（
尚
人
・
重
留
西
第
１
住
宅
）

池
上
　
鷹お
う
よ
う揚
（
宜
充
・
浜
里
）

税
所
　
柚ゆ

い衣
（
厚
司
・
高
校
西
）

立
元
　
雅
み
や
び
（
祐
樹
・
花
北
上
）

濱
田
　
千ち
ず
る鶴
（
興
明
・
八
坂
町
）

武
　
琉
り
ゅ
う
し
ん心
（
雄
一
郎
・
前
目
麓
）

林
　
隆り

お臣
（
健
一
・
築
地
上
）

野
間
　
吏り
ら
い蕾
（
裕
史
・
岩
坪
）

丸
田
　
響き
ょ
う
や耶
（
愛
児
・
忠
元
）

井
之
上
　
陽は
る
か花
（
誠
・
浜
里
）

吉
本
　
凰お
う
り利
（
志
求
真
・
湯
之
尾
団
地
）

（
12
月
１
日
〜
12
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

栫
井

　
勉

　
　
　
　
79
　（
朝
日
町
）

桐
原
　
勇
　
　
　
　
88
　（
西
本
町
）

大
嶋
　
正
美
　
　
　
77
　（
山
ノ
口
）

請
園
　
ハ
マ
　
　
　
85
　（
上
ノ
馬
場
）

丸
山
　
マ
ツ
ヱ
　
　
86
　（
戸
切
）

外
越
　
光
治
　
　
　
55    （
中
戸
切
）

谷
川
　
キ
サ
子
　
　
70
　（
東
戸
切
）

　
府
　
親
行
　
　
　
86
　（
上
木
ノ
氏
）

福
元
　
シ
カ
　
　
　
99
　（
永
尾
）

丸
山
　
良
治
　
　
　
85
　（
西
本
町
）

向
髙
　
義
武
　
　
　
94
　（
千
束
松
）

山
野
地
区

立
元
　
清
任
　
　
　
86
　（
小
木
原
上
中
）

諏
訪
　
エ
ミ
　
　
　
86
　（
敬
寿
園
）

橋
口
　
學
　
　
　
　
78
　（
向
江
）

伊
藤
　
イ
ク
　
　
　
89
　（
上
松
）

押
川
　
守
彌
　
　
　
88
　（
平
出
水
中
央
）

羽
月
地
区

東
條
　
多
喜
　
　
　
93
　（
田
代
）

鳥
巢

　
勝
良

　
　
　
81
　（
鳥
巣
上
）

安
永
　
光
春
　
　
　
45
　（
鳥
巣
下
）

大
石
　
政
代
　
　
　
53
　（
崎
山
東
）

山
ノ
上
　
二
郎
　
　
85
　（
宮
人
）

西
太
良
地
区

上
大
迫
　
勇
　
　
　
78
　（
笠
松
）

菱
刈
地
区

井
ノ
上
　
深
　
　
　
89
　（
場
ノ
木
）

北
園
　
ト
シ
エ
　
　
78
　（
山
下
）

田
淵
　
重
雄
　
　
　
73
　（
小
川
添
）

中
山
　
朝
𠮷
　
　
　
93
　（
本
町
）

祝
田
　
惠
　
　
　
　
76
　（
柳
野
）

木
場

　
シ
ゲ

　
　
　
100
　（
荒
田
下
）

山
元
　
博
人
　
　
　
75
　（
瓜
之
峰
）

 

南
　
フ
ミ
子
さ
ん
（
水
ノ
手
）

【
今
月
の
表
紙
】

か
ま
く
ら

住所 : 伊佐市大口小木原 899

TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

タケシタの家造り 検索
お気軽にお問合せください。

エコポイント対応
住宅のご提案致します。

広告

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

２．エコ住宅の新築１．エコリフォーム
・窓の断熱改修
・外壁、天井又は床の断熱材施工
*さらにバリアフリー工事でポイント加算。

・省エネ法のトップランナー
　基準相当の住宅
・省エネ基準を満たす木造住宅

　
１
月
14
日
、
山
野
西
小
学
校
に
行
っ

て
み
ま
し
た
。
前
日
積
も
っ
た
雪
が
校

庭
を
覆
い
つ
く
し
、
一
面
の
銀
世
界
で

す
。
昼
休
み
に
な
る
と
、
み
ん
な
校
庭

に
出
て
ソ
リ
遊
び
や
雪
合
戦
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
校
庭
に
は
、
４
人
で
力
を
あ
わ
せ
て

創
っ
た
〝
か
ま
く
ら
〞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
広
報
い
さ
１
月
15
日
号
２
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
業
務

委
託
員
（
運
転
手
）
募
集
」
に
つ
い
て

は
、
運
転
業
務
が
不
要
と
な
っ
た
た
め
、

募
集
を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　

訂
正
と
お
詫
び

広告

期　日　平成22年３月20日（土）
場　所　インターナショナルゴルフリゾート京セラ
参加資格　伊佐市在住又は出身の方に限らせていただきます
申込期限　３月10日　先着160名
申込先　インターナショナルゴルフリゾート京セラ
　　　　 ℡ 0996-57-1511　  FAX   0996-57-0500
　　　　 グリーンゴルフ忠元　    ℡ 0995-22-6226
　　　   ユニオンゴルフセンター    ℡ 0995-26-4728

問い合わせ先　大口酒造㈱ 40周年記念ゴルフコンペ係
　　　　　 ℡ 0995-22-1213  FAX  0995-22-9381

大口酒造 40周年記念
伊佐市民コンペのご案内
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■
発
行
／
伊
佐
市
役
所
総
務
課
　
〒
895-2511　

鹿
児
島
県
伊
佐
市
大
口
里
1888

番
地

　
　
　
　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　
　
　
　
　
http://w

w
w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　
info@

city.isa.lg.jp
■
印
刷
／
㈱
あ
す
な
ろ
印
刷

編
集
後
記

人口のうごき

H22. １. １現在（前月比）

総人口　30,568人　  （－   12）
　男　　14,086人　  （－     2）
　女　　16,482人　  （－   10）
世帯数　14,391 世帯（－     6）

　
２
０
１
０
年
も
明
け
て
ひ
と
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
暖
冬
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が

１
月
13
・
14
日
は
雪
が
降
り
積
も
り
、
子

ど
も
た
ち
は
学
校
で
雪
だ
る
ま
を
創
っ
た

り
雪
合
戦
を
し
た
り
、
雪
の
中
を
走
り
回

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
家
の
玄
関
先
に

も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
雪
だ
る
ま
を
見
か

け
ま
し
た
。

　
23
・
24
日
に
開
催
さ
れ
た
〝
ア
イ
ス
カ

ー
ビ
ン
グ
in
伊
佐
〞
当
日
も
近
年
に
な
い

冷
え
込
み
で
、
氷
の
彫
刻
も
順
調
に
彫
ら

れ
次
々
と
そ
の
姿
を
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

明
け
方
に
は
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
多
く
の
見

物
人
が
、
朝
日
が
昇
る
の
を
固
唾
を
呑
ん

で
待
ち
う
け
、
太
陽
が
昇
る
と
一
斉
に
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
梅
の
花
も
さ
き
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
確
実

に
春
は
近
づ
い
て
い
ま
す
。
　

◆ ◆

クラシックコンサート

～金管五重奏とうたのハーモニー♪～
C l a s s i c　c o n c e r t

期　　日　３月 22 日（月・祝）
開　　演　17 時 30 分（開場 16 時 30 分）
会　　場　伊佐市文化会館
演　　目　日本フィル金管五重奏団＋お話とうた
入 場 料　大人：1,000 円　高校生以下：500 円
チケット販売所　○大口酒造株式会社　　　○伊佐市文化会館
　　　　　　　　○大口ふれあいセンター　○オニツカ
　　　　　　　　○高松レコード　　　　　○十字屋 CROSS
　　　　　　　　○ファミリーマート（羽月・菱刈・水の手・大口高校前）
主　　催　大口酒造株式会社
そ の 他　未就学児の入場は、ご遠慮ください。
　　　　　※託児所（無料）を設けます。
問い合わせ先　大口酒造株式会社（担当：森・中村）　　　　　　　　　　　　   ☎㉒１２１３
　　　　　　　伊佐市文化会館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉒６３２０
　　　　　　　大口ふれあいセンター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉒１６１３

◆事業内容
 ・パソコン教室
 ・パソコン修理、販売
 ・パソコンPOSシステムの開発販売
 ・ホームページ作成
 ・      業務ソフトの開発（販売、会計、行政向け等）
 ・レンタルサーバー
※詳細はお気軽にお問い合わせ下さい（相談無料）

伊佐営業所　担当：村上 宏和
住所：伊佐市大口里1967-2 TEL  0995-22-0080

※伊佐市出身の IT技術者募集 !!

E-mai:murakami@ml.stlabj.co.jp  URL:http://www.stlabj.co.jp/

IT 技術に興味のある方、お待ちしています。
IT業界で働きたい方、プログラム開発経験のある方、
お気軽にご連絡ください。募集は随時行っております。

エス・テー・ラボ株式会社

広告

お気軽にご連絡ください。募集は随時行っております。

パソコン教室もやっています！
随時生徒募集中です !!




